
富山市ではこれまで約２０年にわたりコンパクトなまちづく
りを進めてきました。その結果、公共交通が便利な地域に
居住する人口の割合が増加しています。

【WEBアンケートの回答の前に一読をお願いします】

調査実施主体・問い合わせ ； 富山市 活力都市創造部 都市計画課 TEL 076-443-2105

富山市都市マスタープラン市民ワークショップ

富山市の魅力！地域の魅力！WEBアンケート調査富山市にある
高校の３年生

対象

■コンパクトなまちづくりをはじめる時（約20年前）の課題認識

『人口減少・少子高齢化』『市街地の拡大』の進行により以下を懸念

○車を自由に使えない市民にとって、極めて生活しづらい街

○割高な都市管理の行政コスト

○都市部の空洞化による都市全体の活力低下と魅力の喪失

お団子と串の都市構造を目指す、『公共交通を軸とした拠点集中型のコンパクトなまちづくり』を推進

市内の公共交通が便利な地域に居住する人口
の割合は増加しています。

計画策定時
2005年

約28％

現在
2023年

約40％

約１２％UP

富山ライトレール グランドプラザ 駅周辺整備（東富山駅など）

路面電車南北接続 トランジットモール社会実験 施設の複合化（大沢野会館など）

（回答時間５分程度）回答にご協力をお願いします。

①富山市が進めるコンパクトなまちづくり
WEBアンケートはこちらから

期限 令和６年９月２０日(金)

②これからの変化 『富山市の未来予想』（裏面に続く）

施策の３本柱
・公共交通の活性化
・公共交通沿線への居住推進
・中心市街地の活性化



②これからの変化 『富山市の未来予想』

本格的に人口減少が進むだけでなく世帯も減少に転じます。

現状と比べ様々な変化が生まれそうです。

図１ 人口や世帯の見通し

【万人】

図２ 年齢構成の見通し

令和２年１月 富山市人口推計報告書より
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・人口減少が進む中で、高齢者は３割以上と
なり、働く世代は６割を切る時代。

・就業だけでなく、農作業や地域活動などで
も担い⼿が不⾜︖

・消費者の減少により市場は縮小︖
・実店舗だけでなくインターネットショッピ
ングや移動販売などが台頭︖

・高齢の独居世帯の増加し、その後、放置さ
れた空き家が増加︖

・世帯数も減少し、土地需要が停滞︖
・担い⼿不⾜もあり耕作放棄地は増加︖

・人口減少に伴い市⺠税などの税収が減少︖
・社会福祉やインフラの維持管理に必要な予
算が増加し、財政的な余裕はなくなる︖⾜
らなくなる︖

・市全体で同じ水準のサービスを提供できな
い︖

・⾏政だけでなく、市⺠や⺠間企業が協⼒し
て市⺠の⽣活を守ることが必要︖

・降⾬の傾向などが変化していくと考えられ、
災害が頻発、激甚化する︖

・災害対応として共助が重要になる︖

本格的な人口減少下においても暮らしに必要な生活サービスや行政サービスを維持し、豊かな暮らし
を持続させるためには、都市の効率化等を目指す「コンパクトなまちづくり」を継続するとともに、市民
の皆様が主体となった地域をより良くする活動が重要になると考えています。

WEBアンケートに進んでください（表面に戻る）

20年前

35年前

現在（数年後）

20年後

４0年後

人口のピーク（約42万人）

世帯数のピーク（約17万世帯）

推計値

団塊世代の多くが亡くなる
団塊ジュニア世代の引退


